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研究成果の概要（和文）：脳神経外科手術における安全性を担保するための術中電気生理モニタリングの改良に
取り組んだ。臨床手術中のフリーラン筋電図における特徴的な変化をとらえることに成功した。動物実験で上述
の筋電図の変化と解剖での病理所見での神経の変化の相関を得ることを目標に取り組んだが、有効な実験系を確
立することができなかった。

研究成果の概要（英文）：The inovative method of intraoperative electrophysiological monitoring in 
neurosurgical operation was designed. We succeeded to find typical reaction in free-running 
electromyogram of facial muscle during acoustic neurinoma resection surgery. On the other hand, we 
could not develop the animal experimental model to evaluate the relationship between typical change 
of free-running of electromyogram and anatomical change of damaged neuron.   

研究分野： 電気生理学

キーワード： フリーラン筋電図　術中神経電気生理学的検査　術中画像システム　聴神経腫瘍　顔面神経

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
術中電気生理モニタリングは神経の機能を全身麻酔下で確認する唯一の方法である。誘発電位で検査をすること
が一般的だが、誘発電位検査を行うためには病変をまたいだ刺激と記録が必要で、臨床手術においては施行でき
ないことがある。自発筋電図は、障害を早期に発見できる手法である反面、特異的な変化が見つけにくい欠点が
ある。今回の研究では自発筋電図での特徴的な波形変化をとらえることに成功した。今後、この手法を術中に活
用することで、モニタリングをより有効に利用できるようになることが目標である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

聴神経腫瘍手術における顔面神経機能の温存は摘出率と同様以上に重要である。顔面神経機能

温存の評価として誘発電位測定が一般的に行われている。しかしながら誘発電位測定において

は術野の奥に刺激電極を設置するため、摘出手術を施行するのは面倒で手間がかかる。誘発電位

測定より鋭敏に神経障害を発見できる可能性があるフリーラン自発筋電図は、誘発電位を用い

ない筋電図記録であり、術野に電極を使用しないが、変化に富んでおり、これまで定量性評価は

不能とされている。 

 

 
 
２．研究の目的 

術中モニタリングの変化と神経障害の関連フリーラン自発筋電図による定量的モニタリング方

法の確立を目的とした。(1) 実験動物の神経を露出し、凝固、振動、熱、機械的圧迫、伸展など

の手術操作を与え、神経に一定の損傷を加える。自発筋電図の発生と誘発筋電図の振幅低下と、

低下後の筋電図の回復の有無を判断する。(2)誘発筋電図、自発筋電図、組織学的損傷のそれぞ

れの相関を検討する。(3) 臨床手術のフリーラン自発筋電図による解析と、上記実験の結果を合

わせ、フリーラン自発筋電図による定量的モニタリングを確立することを研究の目標とした。 

本研究のゴールは、誘発筋電図より鋭敏なモニタリングを自発筋電図の手法を用いて確立

することである。自発筋電図を用いて 、手術操作で危険とされている操作を、定量的に危

険性を評価することもできるようになる可能性がある。しかしながら臨床で は、ベースに

なっている陽性所見が誘発電位の低下であるが、誘発筋電図の低下も、本当の悪化をとらえ

ているか不明である。それは、回復してくる低下と、回復してこない低下があることがわか

らないことである。回復してくる低下は本来の悪化ではない はずで、回復しない低下と区

別されなければならない。これは臨床検査ではわからないので、動物実験を用いて判断をす

る必要がある。 

 
 
 
３．研究の方法 

(1)神経障害を与えたラットの障害の程度の確認は麻酔覚醒時の麻痺の程度で判断していたが、

研究代表者の研究期間途中での異動に伴い、異動先施設で同じ実験系を使用することが不可能

になった。理由は神経麻痺実験動物の愛護的判断であり、実験系の再構築を指示された。実験途

中覚醒を行わない実験系を確立することとなったが、その実験系を組み立てることができなか

った。 

(2)(1)が実施不能であったため、不能であった。 

(3) 研究代表者の異動にともない、異動先施設では聴神経腫瘍手術症例が発生せず、データを新

たに取得することができなかった。 

 



 
 
４．研究成果 

本研究で成果は出せなかった。 
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